
国土交通省エリアリノベーション懇談会

地域性と
オーセンティケーション

Shun YOSHIE, Ph.D 1

吉江俊
東京大学
大学院都市工学研究科

Danny Woo Community Gardens, Seattle



資料２－２




第１回エリアリノベーション懇談会




地域性はどこにあるのか？
それを生かすとはどういうことか？
いくつかの事例

Shun YOSHIE, The University of Tokyo 2

国土交通省 エリアリノベーション懇談会

1
オーセンティケーション：
まちの魅力の発見からその共有、計画
に至るまでのプロセス

2

本日の話題



1
地域性はどこにあるのか？
それを生かすとはどういうことか？
いくつかの事例

Shun YOSHIE, The University of Tokyo 3

国土交通省 エリアリノベーション懇談会



１ 地域性には、市区町村史等に登場する
客観的な・権威化された歴史に由来するものと、
住民がそこで暮らし、生活を営むなかで形成された
間主観的な・経験された生活史に由来するものがある

２ 前者は、それを安易に記号化して使うのではなく
空間のなかでどう現れ、人びとの暮らしの中に
どのように息づいてきたかを考察する必要がある

３ 後者は目に見えないものであり、住民に対する質的な
調査と、その共有・アーカイブ化が望まれる

４ 両者を扱う際に共通することは、「それが形成されるまでには
時間がかかるが、壊すのは一瞬」という対象を見つけることだ

Shun YOSHIE, The University of Tokyo 4



事例A

まちの成り立ちが
特徴的な空間となって表れている場合：
大きな事例（A1）と小さな事例（A2）

Shun YOSHIE, The University of Tokyo 5



原宿駅前：
都心に残る住居地域が形成するヒュー
マンスケールな街区を
尊重する

Case.A-1

Shun YOSHIE, The University of Tokyo 6



Shun YOSHIE, The University of Tokyo 7

With Harajuku／2017年
店舗、展示場、共同住宅
建築主：NTT都市開発
設計：竹中工務店・伊藤豊雄建築設計事務所

写真出典：竹中工務店
https://www.takenaka.co.jp/design/works/with-harajuku/
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写真出典：吉江（以下、無記名のものは同様）
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写真出典：原宿QUESTホームページ
https://harajuku-quest.com/gallery/completion-photos/

原宿QUEST／2025年
店舗、事務所
建築主：NTT都市開発、H-QUEST特定目的会社
設計：株式会社NTTファシリティーズ、OMA



Shun YOSHIE, The University of Tokyo 13



Shun YOSHIE, The University of Tokyo 14



Shun YOSHIE, The University of Tokyo 15



Shun YOSHIE, The University of Tokyo 16



17出典：『新建築』 2026年5月出典：渋谷区地図情報システム

第一種住居地域

原宿QUEST

with Harajuku

原宿QUEST

商業地域

都心に残された住居地域が独特な住商混在の
ヒューマンスケールな環境を形成していることを
資源ととらえる



Shun YOSHIE, The University of Tokyo 18

ブラームスの小径
1960年代に暗渠化された小道。
1976年に洋館（サロン）が建設された際に命名
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モーツァルト通り
命名の経緯は不明だが
通りの入り口にある病院の玄関に
モーツァルトのレリーフがある
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住居地域内の建物をリノベーションした
カフェ、オフィス
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谷中銀座：
寺社を背後に立つ小さなカフェが
まちの構造を可視化し、伝える

Case.A-2



Shun YOSHIE, The University of Tokyo 26
出典：『新建築』 2026年5月



27出典：『新建築』 2026年5月

商店街の裏に社寺と豊かな緑地がある
歴史的に形成されてきた表通り沿いの檀家と
裏の寺との関係を可視化するために
アプローチを工夫する



Shun YOSHIE, The University of Tokyo 28



事例B

目に見えない生活史を
丹念に聞き取り、共有していく場合：
まちのスケール（B1）と団地のスケール（B2）

Shun YOSHIE, The University of Tokyo 29



奈良県今井町の場合
Case.B-1

伝統的なコミュニティが残るまちの
新旧住民をつなぐオーラルヒストリー

Shun YOSHIE, The University of Tokyo 30



奈良県今井町のオーラル・ヒストリー
奈良県橿原市今井町で行ったオーラルヒストリー調査は、
また別の目的があった。

今井町は重要伝統建築物群保存地区に指定されている、
歴史ある住宅地である。
現在は各所で空き家が発生しており、新しい居住者を
迎え入れることが課題であった。
早稲田大学は今井町の近くに立地する奈良県立医科大学
とともに「人も元気に、まちも元気に」を目標として
医療技術を取り入れたまちづくりを進めることになるが、
その初めに着手されたのもオーラルヒストリー調査
だった。

このオーラルヒストリー調査は、これまで今井町で
どのような暮らしが営まれてきたかを、新しく移り
住んでくる住民と共有する目的で編纂された。

Shun YOSHIE, The University of Tokyo 31
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神奈川県横浜市・洋光台の場合
Case.B-2

不可視化された団地の履歴を浮かび上がらせる
オーラルヒストリー

Shun YOSHIE, The University of Tokyo 35



洋光台南団地のオーラルヒストリー
洋光台南団地は1971年の入居開始から2021年で50周年
を迎えた。

ここでは、団地の過去を振り返りながら、現在の状況、
未来への想いを可視化する目的で「オーラルヒストリー
調査」を実施した。調査は洋光台団地のなかでも「四街
区」と呼ばれる洋光台南第一住宅で、調査に応じていた
だいたのは２１名。

1971年の段階では、入居開始時の住戸即金譲渡価格は
３９８万円〜５１７万円、最低一時金は１５０万円〜
１９０万円（当時の大卒初任給は４万６千円）だった。
倍率数十倍の中から、「夢のマイホーム」を射止めた世
帯主の平均年齢は46歳。

50周年の2021年は、ほとんどが代替わりしていると考
えられる。

Shun YOSHIE, The University of Tokyo 36
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オーセンティケーション：
まちの魅力の発見からその共有、
計画に至るまでのプロセス
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１ なにがその地域らしさかというオーセンティシティ
（真正性）は、古いものだけに限らない。由来（origin）と
新しい始まり（new beginning）の両者がオーセンティシティ
になりえる（シャロン・ズーキン）

２ マスツーリズムの時代から成熟した観光の時代には、記号化された
安易な地域性よりもリアルな生活を求めるうごき（＝生活観光）や
「生活景」の重要性も高まる。地域のオーセンティシティは一枚岩ではなく、
多角的に模索されるべきである

３ オーセンティシティ自体よりも、なにが地域のオーセンティシティかを
みなで模索するプロセス＝オーセンティケーションが重要であり、
その過程に真正性が宿る

４ オーセンティケーションには、少数の個人や組織に権力が集中し、
トップダウンで行われる「クール・オーセンティケーション」と、
人びとの感情と行動の累積から構築されていく「ホット・オーセンティ
ケーション」がある（エリック・コーエン）

Shun YOSHIE, The University of Tokyo 41
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宮城県加美町のプロジェクト
2012年、宮城県北西部の加美町から依頼があり、
研究室と町（協働のまちづくり推進課）が協力して
行うまちづくりのプロジェクトが始まった。

人口21,893人、460㎢の面積をもつ、山間の町である。

加美町は2003年に中新田・小野田・宮崎町が合併して
できた町であり、当時はそれぞれの町が分断されてい
る状態だった。
まちの「景観」を頼りにして、加美町の様々な地域の
アイデンティティを共有し、住民間のコミュニティを
はぐくむ支援をすることが目的であった。

当初予定された期間は３年間。具体的な取り組みの
内容は、大学と自治体で話し合いながら決めていく
こととした。

Shun YOSHIE, The University of Tokyo 42
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向こうに見えるのは「加美富士」とも呼ばれる「薬萊山」。ふもとにはゴルフ場やレジャー施設があり、
中新田と匹敵しうる小野田のアイデンティティとなっている

Shun YOSHIE, The University of Tokyo 46



生活の営みと風景から地域性を考える：
オーラルヒストリー調査と景観調査
私たちは「目に見える風景には、それを形作っている背後の生活がある」ということに着目
する。
この立場にとって景観まちづくりとは、目に見えている景観がどのような生活文化によって
成り立ってきたかを理解し、それを手入れしていくアプローチである。

第一に、地域住民の暮らしを、住民100名へのオーラルヒストリー調査を通して明らかにし
た。それぞれの自宅か職場にお邪魔して９０分ずつ、生まれてから現在までの生活の様子、
まちの変化、思い出等について聞き取った。

第二に、それぞれの集落を自転車で巡り、重点的に調査する場所は徒歩で記録する景観調査
を行った。

これらは実態を明らかにするだけでなく、その過程で、学生たち／住民／自治体職員たちの
まちへの理解が深まり、まちづくりへの関心が高まっていくというプロセスでもあった。

Shun YOSHIE, The University of Tokyo 47
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『加美町 記憶の口述史』の編纂

１００人の口述史は、なりわい・暮らし・自然・担い手という４つの章で整理され、一冊の本になった

Shun YOSHIE, The University of Tokyo 52
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模式化された特徴的な建築たち（作図は吉江）
Shun YOSHIE, The University of Tokyo 57



景観調査の結果得られたテーマごとをまとめ、３１枚のパネルにした。
加美町の景観について意見を交わすワークショップのほか、バス停や公民館、小学校など様々な場所に
パネルを展示する「巡回美術館」も企画した

Shun YOSHIE, The University of Tokyo 58



３年目にしてまちづくりの方向性を練り上げる

１年目にはオーラルヒストリー調査、２年目には景観調査。
３年目にしてようやく、まちづくりの方向性を練り上げる段階となった。
まちの「場所性」を読み解くには、それぐらい時間がかかる。
重要なのは、昆虫標本のようにまちの様子を記録して終わるのではなく、
住民とともに発見を共有し、地域の場所のありかたについて議論し、
自分たちの町に改めて興味を持ってもらうことである。
１００人の聞き取り調査からはじまって、まちづくりに興味をもつ住民も
少しずつ現れてきた。
さらにこの活動の中で、加美町の「協働のまちづくり推進課」の職員たちも
まちづくりにのめり込むようになってきた。
まちづくりにおける調査は、何かを知ること以上に、関係者を増やし、関心を高め、
心を近づけていく実践である。
ようやく本格的な「プランニング」に進む頃合いである。

Shun YOSHIE, The University of Tokyo 59



連続ワークショップの開催

全戸配布の「景観だより」
でいよいよ募集をかけ、
連続ワークショップを
開催。

第一回はまちの課題共有、
第二回はそれに対する
アイディアの提案、
第三回はアイディアを実現
していくための具体的な
知恵や取り組みのイメージ
を深めること。

ワークショップの手法は事
前によく検討し、シミュ
レーションを繰り返した。

Shun YOSHIE, The University of Tokyo 60



はじめは「まちづくり人生ゲーム」から
いまあなたが生まれたとして、それぞれの年齢の時にどんな選択をとるか？
21の質問に対して旗揚げをしてもらい、その答えの多様性をまずは共有する。
次に質問の答えが変わるかもしれない望みはどこにあるのか、話し合っていく。

Shun YOSHIE, The University of Tokyo 61



様々なアイディアが出し尽くされたら、それらを取り組む優先順位を決めていく。
「萌芽期」「成長期」「円熟期」に並べられ、大目標として「どのようなまちを実現したいか」が据えられた

Shun YOSHIE, The University of Tokyo 63
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『景観まちづくりプラン』の策定
３年間の成果は、2015年4月に『加美町 協働の景観ま
ちづくりプラン』として発行された。

４章構成で、「加美町を知る」「加美町の未来を描こ
う」「シナリオの実現に向けて」そして「取り組みの
シナリオ集」からなっている。

決定した計画を淡々と書く従来の計画書とは異なり、
住民間で共有され、そもそもの加美町という場所を
どのように読み解くか、というところから考えてもらう
ための本になっている。

この本を通して各アイディアに関心がある住民を集め、
取り組みに対して町が資金や人的サポートをしていく。
このような取り組みは「提案型まちづくり」の一種と
位置付けられる。

Shun YOSHIE, The University of Tokyo 66



１ これまで紹介した地域性の活用や、丁寧なオーセンティケーション
をそのまま民間企業が行うことは困難だろう

２ ただし、民間であっても開発の際に地域のオーセンティシティを
生かす必要があること自体は明白であり、それは商業活動の基礎が
〈差異化〉である以上、ほかとの差異をつくる究極の手段が自らの
オーセンティシティを使うことだからである

３ 持続的な経済活動のためには、オーセンティシティの活用や
オーセンティケーションは十分検討されるべきであり、とくに、
地域を育てることが自らの利益に還ってくるローカルな主体に
とってはインセンティブがある（→迂回する経済）

４ オーセンティケーションには、不動産関連業だけでない様々な
業種のローカルな主体が加わる可能性がある（加わるべきである）

Shun YOSHIE, The University of Tokyo 67
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